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白亜紀アンモナイト Takahashiceras eureka (Matsumoto) 第三標本

の発見
Discovery of the third specimen of the Cretaceous ammonoid 
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Abstract
	 A third specimen of Takahashiceras eureka (Matsumoto, 1984) (Lytoceratidae) is reported from the lower 
part of the lower Cenomanian (Upper Cretaceous) in the Hobetsu area of Hokkaido, northern Japan. Had the shell not 
been deformed, its diameter would be 70–80 mm, which is intermediate in size between the holotype and the second 
specimen. The shell surface is ornamented by distinct radial ribs that curve backward on the flank and form a shallow 
sinus on the venter. 
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Ⅰ　はじめに

　北海道の中軸部には，白亜紀に堆積した地層が

広く分布し，保存良好なアンモナイトが多産す

る．これまで 120 年以上にわたって研究が続けら

れ，300 種近くのアンモナイトが新種として記載

されてきた（Tanabe and Shigeta, 2000）．これらの

中には，1 標本に基づき新属新種が提唱され，そ

の分類学的位置，個体発生，形態変異等が未だ十

分に解明されていないものも少なからず含まれて

いる．Takahashiceras eureka (Matsumoto, 1984) は , 
その中の一つである．

　Takahashiceras eureka には，これまでに北海道

の下部セノマニアン階から産出した 2 標本のみが

知られていた．第一標本である完模式標本（GK.
H5567）は Matsumoto (1984) により三笠市幾春別

川上流から，第二標本（HMG-1524）は Shigeta et 

al. (2010) によりむかわ町穂別地域から報告され

た．Takahashiceras は，形態的な類似性から，テ

トラゴニテス科あるいはゴードリセラス科に含め

られていた（Matsumoto, 1984; Klein et al., 2009)．
しかし，Shigeta et al. (2010) は，殻表面に波状にう

ねる細肋を観察し，このような肋は白亜紀アンモ

ナイトの中ではリトセラス科の一部のみに見られ

ることから，Takahashiceras がリトセラス科に属

することを明らかにした．

　これまでの研究により，Takahashiceras の分類

学的位置は明確になったが，殻形態の個体発生的

変化や種内変異は未だ十分に解明されていない．

今回，穂別地域（マッカシマップ沢）の下部セノ

マニアン階から Takahashiceras eureka の第三標本

を発見した．未だ不明な点の多い本種の個体発生

や形態変異を明らかにするための資料として当標

本の特徴を記載する．
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Ⅱ　古生物学的記述

Family Lytoceratidae Neumayr, 1875
Subfamily Lytoceratinae Neumayer, 1875

Genus Takahashiceras Hoffmann and Howarth, 2015

　模式種：Takahashia eureka Matsumoto, 1984.
　種構成：模式種のみ．

　産出：北海道の下部セノマニアン階．

　備考：Matsumoto (1984) は，Takahashia eureka
を模式種として Takahashia 属を提唱した．し

かし，Takahashia という属名は既に Cockerell 
(1896, p. 385) により昆虫類で使用されていたた

め，同名を避けるために Cooper (2012, p. 185) は
Takahashiella を提唱した．この属名も Borkhsenius 
(1964, p. 164) により既に昆虫類で使用されてい

たため，Hoffmann and Howarth (2015) は新たに

Takahashiceras を提唱した．

　Matsumoto (1984) は， 形 態 が Pseudophyllites 
Kossmat, 1895 に似ることから Takahashiceras をテ

トラゴニテス科に含めたが，Klein et al. (2009) は
肋の特徴からゴードリセラス科に含めた．Shigeta 
et al. (2010) は，殻表面に波状にうねる細肋を観

察し，Takahashiceras をリトセラス科に含めた．

Takahashiceras eureka (Matsumoto, 1984)
図 1

Takahashia eureka Matsumoto, 1984, p. 33, fig. 1A, 1B; 
Wright et al., 1996, p. 8, fig. 3.2a, b; Toshimitsu 
and Hirano, 2000, p. 566; Klein et al., 2009, p. 208; 
Hoffmann, 2010, p. 88, fig. 47; Shigeta et al., 2010, p. 
197, figs. 1–4.

　完模式標本：GK.H5567（九州大学理学部登録

標本）．Matsumoto (1984, p. 33, fig. 1A, B) により，

北海道三笠市幾春別川上流 Loc. 1101 に露出する

蝦夷層群三笠層中の Mantelliceras japonicum 帯（下

部セノマニアン階の上部）から記載された．

　本研究で記述する標本：HMG-1701（穂別博物

館登録標本）．北海道勇払郡むかわ町穂別地域，

穂別川の支流・マッカシマップ川の河口から約

3.25 km 上流で発見された石灰質ノジュール（転

石）中から採集された．気房部と住房部の一部（約

1/5 巻）より成る．

　特徴：変形が著しいが，殻は密巻でへそが狭く，

円形に近い螺管断面を持つ．殻表面には，頂部が

丸みを帯びた幅広いやや強い肋（肋間の底部も丸

みを帯びた凹形）が規則的に発達する．肋は，へ

その周辺では前方に向くが，殻側面で後方に曲が

り，腹側中央部で浅い湾入を形成する．縫合線は

細かく深く刻まれる．

　産出：HMG-1701 は，マッカシマップ川上流で

発見された石灰質ノジュール（転石）中から採

集された．石灰質ノジュールが含まれていた地

層の正確な層準は不明であるが，岩質や採集地

点から，蝦夷層群稲里層の泥岩層に由来すると

判断される（高橋ほか，2002）．この付近の稲里

層からは，下部セノマニアン階下部から多産する

Parajaubertella kawakitana Matsumoto, 1943 が含ま

れている（Matsumoto et al., 2004）．このことから，

HMG-1701 は下部セノマニアン階下部に由来する

と考えられる．なお，Shigeta et al. (2010) で報告

された Takahashiceras eureka の第二標本は，本標

本の産地の南南東約 5 km，笹尾の沢の下部セノマ

ニアン階下部と思われる石灰質ノジュールから採

集された．

　 備 考：HMG-1701（Takahashiceras eureka 第 三

標本）は，殻の大きさが 70 ～ 80 mm 程度と推定

される（但し，保存されている住房部までの大き

さ）．これは完模式標本（145 mm）と第二標本（42.9 
mm）の中間的な大きさである．これら 3 標本から，

肋が成長に伴い，その強度を次第に増すことがわ

かる．第三標本は，殻表面の保存状態が悪いため，

完模式標本で観察される波状にうねる細肋は観察

できなかった．

　北海道のアルビアン階からは，波状にうねる細

肋をもつリトセラス科のアンモナイトは Lytoceras 
ezoense Yabe, 1903 と Lytoceras mahadeva (Stoliczka, 
1865) の 2 種類が知られている．前者は後者に

比べてより密巻きである．形態的な類似性から，

Takahashiceras eureka は Lytoceras ezoenze か ら 派

生した可能性が高いと考えられる (Shigeta et al., 
2010）

Ⅲ　議論

　北海道の下部セノマニアン階からは，多様な

ゴードリセラス科やコスマチセラス科のアンモ

ナイトが多産する（Matsumoto, 1943, 1955, 1984, 
1991, 1995; Matsumoto et al., 1972, 1997, 2004; 
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図 1．穂別地域から採集された Takahashiceras eureka (Matsumoto, 1984), HMG-1701.
Figure 1. Takahashiceras eureka (Matsumoto, 1984), HMG-1701, from the Hobetsu area, Hokkaido. A, ventral view; B, left 
lateral view; C, apertural view; D, right lateral view.
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Shigeta, 1996, 2013; Shigeta et al., 2010）．これらは

北太平洋地域に固有な種である場合が多く，進化

速度が速く，生存期間が極めて短いものが多い．

一方，西南日本の御所浦層群の下部セノマニアン

階からは，ゴードリセラス科やコスマチセラス科

は産出しない（Komatsu and Maeda, 2005）．これ

らのことは，セノマニアン前期に，ゴードリセラ

ス科やコスマチセラス科など特定のアンモナイト

の分布を制限し、固有種化を促進させる何らかの

イベントが北太平洋地域で起こったことを示唆す

る．Takahashiceras もこの時期に出現しているこ

とから，Lytoceras から Takahashiaceras の派生は

このイベントに起因するものかもしれない．

　北西太平洋地域では，アプチアン後期からアル

ビアン末期の間，厚歯二枚貝類やベレムナイト類

の消滅に代表されるように，熱帯要素であるテチ

ス動物群の要素が段階的に消滅することが知られ

ている（Iba and Sano, 2006; Iba et al., 2011）．テチ

ス域との分断イベントが北西太平洋地域のアンモ

ナイトの固有化の原因であったかもしれない．し

かし，北海道のセノマニアン前期の地層からはア

カントセラス科に代表されるように汎世界的に分

布するアンモナイトも少なからず産出する ( 利光

ほか , 1995; Toshimitsu and Hirano, 2000)．アルビア

ン期からセノマニアン期に何が起こったかを解明

するには，アンモナイトの各グループの進化史の

丁寧な解明が重要である．

Ⅳ　おわりに

　Takahashiceras eureka は 1984 年の記載以来，そ

の産出が極めて希であったが，近年，穂別地域か

ら発見が相次いだ．それにより，本種の系統的な

位置や中年殻～成年殻の特徴がより明確になって

きた．穂別地域のセノマニアン階からは，保存良

好なアンモナイトが多産するが，それらの研究は

十分に進んでいるとは言えない．これらの詳細な

研究は，Takahashiceras の実態の解明だけではな

く，アルビアン期からセノマニアン期の北太平洋

地域において，何が起こったかを解明するヒント

を与えてくれるものと思われる．
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（要　旨）

　　産出が極めて希なアンモナイトの一つである Takahashiceras eureka (Matsumoto, 1984)（リトセラス科）

の三番目の標本を，北海道・穂別地域の下部セノマニアン階（上部白亜系 ) 下部に由来すると思われる転

石中から採集し，記載した．本標本は変形が著しいが，もとは殻直径 70 ～ 80 mm だったと推定され，本

種の完模式標本と第二標本の中間サイズを示す．殻表面には，強い肋が規則的に発達する．肋は，へその

周辺では前方に向くが，殻側面で後方に曲がり，腹側中央部で浅い湾入を形成する．


